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̍．͸͡Ίに
　اۀが顧客の生活時空間と深くؔわるϏジネスにιーシϟル・Ϗジネスがある。اۀが
生活ऀである顧客に対して課題のղ決を目指す代表的な取り組みがιーシϟル・Ϗジネス
である。ιーシϟル・Ϗジネスはاۀ、/10、ॅຽなどの主体が協力して社会的課題を
ղ決するための商඼をϏジネスの手法を༻いて提供する取り組みである。地方創生Ϗジネ
スは多様な主体に活༂の場を提供してその力を্手く引き出すことが成ޭのݤをѲる（૿
ా、2015：12-13）。ࠃの目的は行政コストを࡟ݮしながら、地域のىۀ、ޏ༻の創出をお
こない地域活性化を目指すことである̍。
　しかし、ࠃが強力にਪਐする地方創生の活動の中で内ֳ෎がઌਐ的だと঺հした75事ۀ
で目標をୡ成しているのは2事ۀのみでશ体の0ˋະຬであることが໌らかになった（໦
Լ、2017：̍）。このࠜ底には、社会໰題をղ決する手法と市場原理でߏஙされた経済シ
ステムを対৅とする手法にԿらかの違いがあるからではないかと考えている。Ҏ্のこと
から、地域の課題ղ決を目指すاۀの考察にはサーϏス・ロジックの価値共創の概念が向
いていると考えてௐࠪを実施してきた。
　価値共創マーケティングは「取引の場」としての市場からのスλートではなく、顧客の
日常の「生活の場」で提供されるマーケティング活動への転換が必要であることを示唆す
る（村松、2016：12-13）。生活の場での課題ղ決の主体は、行政（ࠃ・市ொ）、事ۀऀ（ا
ۀ・商ۀऀ）、/10、学ߍ、個人などである。これ·でに、価値共創のࢹ点からιーシϟル・
Ϗジネスの組織運営について理論的考察をした（藤岡、2016）。ιーシϟル・Ϗジネスでは、
理念にもとづく場の生成により価値共創のプラットϑΥームがܗ成されることがわかった
（藤岡、2017：122）。本論จは地域活性化活動をとおして場が生成されるプロセスを考察
することで場の生成の概念化を目指す。
　本論จはマーケティングのサーϏス・ロジックのアプローνを࠾༻する。ௐࠪは動ଶ的
な相互࡞༻を考察するために࣭的研究を࠾༻する。࠾༻する事例は、大ࡕ࢈ۀ大学アクティ
ブラーニングの地域や商店街活性化にؔする̎೥間の活動である̎。考察する課題は、地
域活性化活動における場の生成プロセスについて、価値共創アプローνで理論的考察をす
ることである。
　本論จはୈ̎ষで地域活性化の目的と課題、サーϏス・ロジック、そして場の生成プロ
̍ 2015೥中小اۀനॻ IUUQXXXDIVTIPNFUJHPKQQBNqFUIBLVTZP)27I27JOEFYIUNM（検ࡧ日
2015೥12݄26日）。
̎本論จは̎೥間にわたり実施した大ࡕ࢈ۀ大学商学Պのアクティブラーニングの活動内༰をもとにし
ている。
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セスのઌ行研究について考察する。ઌ行研究の考察からϑϨームϫークを設定する。そし
て、ϑϨームϫークをとおして考察する課題を設定する。ୈ̏ষで商店街を中心に実施し
たアクティブラーニングを考察する。そしてୈ̐ষで場の生成の概念化を目指すための新
たな஌ݟをಋ出する。最ޙに࢒された課題を提示する。
̎．先行研究
̎−̍．地域活性化の目的と課題
̎−̍−̍．ࠃɺ஍ํ࣏ࣗମの஍ํ૑ੜ
　ࠃは人ޱٸݮ・௒ߴྸ化という௚໘する大きな課題に対し、政෎一体となって取り組
み、֤地域がそれぞれのಛ௃を活かした自཯的で࣋続的な社会を創生することを目指して
いる。地方は人ޱの自然ݮগに加え、地域جװ࢈ۀのਰୀ、ڭ育施設や日常生活サーϏス
の૕ࣦ、地域コϛュニティのਰୀなどで人ޱݮগを加଎化させている。一方で、このよう
なݫしい現ঢ়に௚໘する地域においても、地域࢈ۀの活性化、生活サーϏスや地域コϛュ
ニティのҡ࣋に取り組Ήことで、人ޱྲྀ出を৯いࢭめ、࠶びॅຽを引き付け、地域を活性
化していくための取り組みをおこなっている地域がある̏。
ਤ̍ʮ૯߹ઓུʯのجຊతͳߟ͑ํ
出所：·ち・ͻと・し͝と創生「長期Ϗジϣン」「૯߹ઓུ」ύンϑϨット。
　しかし、ࠃはࡒ政೉のં「今ޙは地方が自ら考え、行動し、変ֵをىこしていくこと、
̏中小اۀி地域活性化 IUUQXXXDIVTIPNFUJHPKQQBNqFUIBLVTZP)271%'150617KJSFJ1QEG（検
ࡧ日201೥݄̍2日）。
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ؤுっているところにࢧԉ」する方਑である。このような地方創生に向けた方਑では、自
࣏体間でڝわされることから地域の力がࢼされる。そして、新たな地域間のڝ૪の時代へ
向かってਐలしている。地域を活性化する目的でࠃや地方自࣏体をは͡め多くの主体が活
動をしているが成果が出ないことから、現在のࠃが補助金などで地方自࣏体をڝわせて実
施する方法に課題があるのではないかと考えられる。現在、多くの主体が地域活性化に取
り組んでいる。それぞれの主体が地域活性化に向けてどのような考え方でؔわっているか
を考察する。
　今ੈلにೖって、ࠃ内の人ޱݮগやগࢠߴྸ化といった地域課題がݦ在化するようにな
り、本དྷ的には行政が担うはͣであったॾ課題のղ決が、地域課題が多様化・深ࠁ化する
ことにより、࣍ୈに行政だけの取り組みでは対Ԡがࠔ೉になってきた地域もݟられるよう
になった。201೥12݄̎日に「·ち・ͻと・し͝と創生法」が施行されたことにより、「·
ち・ͻと・し͝と創生本෦」は内ֳ設ஔの法定組織になった。この本෦の௨শが「地方創
生本෦」であり、ୈ̎࣍ʙୈ̏࣍҆ഒ内ֳの地域活性化の取り組みが一ൠ的にʰ地方創生ʱ
とݺばれている。·ち・ͻと・し͝と創生૯߹ઓུは地方の活性化を目指して、ٸ଎にਐ
Ή日本のগࢠߴྸ化に対Ԡし、人ޱ໰題にࣃࢭめをかける΂く施策を実施している。この
施策を実現するには、人ޱがट౎ݍにू中することを৯いࢭめ、֤地方自࣏体がϫークラ
イϑバランスをอって、日本の社会શ体を活ؾあるものにしていくことが必ਢとなること
から地方創生がॏ要となる。
　ࠃの地方創生の方਑にもとづき֤地の多様な主体が地域活性化などの事ۀに取り組んで
いる。しかし、多くの場߹「Ώるキϟラ」「地域ブランυ」「ಓのӺ」など、地域活性化に
向けた取り組みには様ʑなものがある。多ֹの੫金が࢖われているにもかかわらͣ、そう
した地域活性化事ۀの多くは成果をあ͛ていない（໦Լ、2017：̍）。このように、地方
創生は主体がडけ਎でしかもࠃの政策༠ಋによる補助金པみではࠔ೉であることが伺え
る。
̎−̍−̎．ࣄۀऀʢاۀɺ঎ۀऀʣにΑΔ஍Ҭ׆性Խ
　地域で経済活動の主体は事ۀऀ（اۀ・商ۀऀ）である。201೥の中小اۀനॻは
1PSUFSBOE,SBNFS（2011）が提示した $47について「社会価値」と「اۀ価値」を྆
立させようとする経営ϑϨームϫークでありاۀが事ۀを営Ή地域社会や経済؀ڥをվળ
しながら、自らのڝ૪力をߴめる方਑をܝ͛て実行することであると定ٛした。中小اۀ・
小ن໛事ۀऀは地域において࣋続的な事ۀ活動を実現しているاۀである。したがって、
日ࠒから਎ۙにײ͡るإのݟえる৴པؔ܎を౔୆に大اۀにはଊえることができないニッ
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νな課題、変化する地域の課題にਝ଎に対Ԡできる（中小اۀி編、201：3-1）。中
小اۀ・小ن໛事ۀऀは、「إのݟえる৴པؔ܎」という強みを活かして、地域課題をղ
決しながら事ۀを続けることができる。
　地域には事ۀऀをࢧえるための商޻会ٞ所や商޻会が設ஔされている。商ۀऀは商店街
ৼڵ組߹などのۀքஂ体に所ଐすることが多い。商店街は市ொや౎ಓ෎ݝ୯Ґで組織化さ
れてߏ଄化されている。地域ߩݙをࢹ໺にೖれた活動の中では地域のए手経済人の組織で
ある੨೥会ٞ所による多様な活動も活発である。
̎−̍−３．/10
　/10とは「/PO1SPpU0SHBOJ[BUJPO」·たは「/PUGPS1SPpU0SHBOJ[BUJPO」のུশで、様ʑ
な社会ߩݙ活動をおこない、ஂ体のߏ成һに対し、ऩӹを෼഑することを目的としないஂ
体の૯শである。したがって、ऩӹを目的とする事ۀをおこなうこと自体はೝめられるが、
事ۀで得たऩӹは、様ʑな社会ߩݙ活動にॆてることになる。ಛ定ඇ営ར活動ଅਐ法にも
とづき法人֨を取得した法人を、「ಛ定ඇ営ར活動法人（/10法人）」とݺび/10は法
人֨の༗ແを໰わͣ、様ʑな෼໺（෱ࢱ、ڭ育・จ化、·ちづくり、؀ڥ、ࠃࡍ協力など）
で、社会の多様化したニーζにԠえるॏ要な役割を果たすことが期待されている̐。
　/10は行政からެ的サーϏスの担い手としてߴく期待されている。多くの自࣏体は地
域の協ಇ活動に向けた؀ڥ੔උとして、担当෦໳の設ஔ、৚例の੍定、指਑やマニュアル
の੔උを実施している。しかし、多くの地域で協ಇ活動を実施しているが本དྷの目的であ
る地域の໰題ղ決にߩݙできている活動ใࠂはগない（໼代、2013：̏）。
̎−̍−４．େֶの஍Ҭͱのؔ܎
　ࠃは大学をੵۃ的に地域活性化のための主体としてҐஔづけて多様な政策を実施してい
る̑。たとえばจ෦Պ学লは「地方大学౳創生̑か೥ઓུ」をܝ͛て「地（஌）のڌ点大
学による地方創生ਪਐ事ۀ」を実施、地域社会と࿈ܞした課題ղ決に取り組Ή大学をධ価・
ࢧԉしている。そのഎܠには、人ޱݮগが地域経済のॖ小をݺび、地域経済のॖ小が人ޱ
ݮগを加଎させるというෛのスύイラルにؕることがةዧされているからである。地方と
౦ژとの経済֦֨ࠩ大が、౦ژへの一ۃू中とएऀの地方からのྲྀ出をটいている。地域
の自࣏体や中小اۀ౳と協ಇし、地域のޏ༻創出や学ଔऀの地ݩ定着཰の向্にؔする計
̐内ֳ෎/10ϗームϖージ IUUQTXXXOQPIPNFQBHFHPKQ（検ࡧ日201೥݄̍25日）。
̑大学による地方創生への取組 IUUQXXXDBPHPKQDTUQUZPVTBLBJDIJJLJUG5LBJTJSZPV3QEG（検ࡧ日
201೥݄̍26日）。
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画を策定、地方の大学や地方ެ共ஂ体・中小اۀなどと協ಇして地方のັ力向্にࢿする
計画を策定している。そのഎܠには事ۀ協ಇ機ؔが設定した目標ୡ成のため、大学力（ڭ
育・研究・社会ߩݙ）を結ूすることがある。
　大学は地域ಛ性の理ղをଅਐすることで地域をϑィールυとする徹底した課題ղ決型学
शによる地域理ղ力と課題発ݟ・ղ決ೳ力の修得などを実施する。地方ެ共ஂ体・اۀな
どは実຿Ոڭһの೿ݣ、ࢿ金的なࢧԉ、ϑィールυϫークやインλーンシップ、課題ղ決
型学शなどを実施するための場を提供する。
̎−̍−５．ࣗݾ࣮ݱΛ໨ࢦ͢ݸਓ
　地域活性化の活動で一൪ॏ要なのは地域で฻らす人ʑである。地域で฻らす人ʑにدり
ఴい൴らの޾せを考えないでਐΉ地方活性化は当事ऀஔきڈりのٞ論である。地域には地
域で生をडけて地域で฻らす多くのॅຽがいる。地域活性化を実現するためには地域ॅຽ
とدりఴいながら活動をする/10法人や地域ஂ体そして商ۀऀ、中小ྵࡉ事ۀऀとのؔ
わりがॏ要である。
　地方創生Ϗジネスの成ޭのためにはݤとなる人෺がଘ在している。たとえば、౎会でϏ
ジネス経ݧのある * λーン、長い間地ݩを཭れてٱしͿりに໭ってきた6λーンの人ୡ
が地方創生のىരࡎになるケースが多いと指摘されている（૿ా、2015：1）。
　एい時に生·れ育った地ݩを཭れてब৬した個人が਌のհޢや਌のϏジネスのޙ継ऀと
して地ݩに໭るケースが多い。その中に、長೥ϏジネスでഓったφϨッジやスキルで新し
いϏジネスや地ݩへのߩݙに௅ઓしようとする意ཉがある個人がいる。その中には、マー
ケティング、*5などにৄしい人ࡐがଘ在する。地方創生Ϗジネスの成ޭ事例の大൒が *5
を্手に࢖いこなし生࢈とফඅऀを結び付けるٕज़をもっていることがわかっている（૿
ా、2015：15）。しかし、地域には࢒念なことにやるؾのある個人をרきࠐんで引き付け
るັ力的なコϛュニティがগない。
̎−̍−̒．খׅ
　ࠃや地方自࣏体は地域活性化へ向けた取り組みを༏ઌ的な課題としてҐஔづけてੵۃ的
にਪਐしている。地域や生活に密着した中小اۀや商ۀऀは地域がݩؾになることがۀ੷
向্のために大きな課題である。地域活性化の主体はࠃ、地方自࣏体、事ۀऀ（اۀ、商
ۀऀ）、/10、大学、個人などである。しかし、多くのઌ行事例を考察すると必ͣしも当
初の成果につながっていないことがわかった。地方創生のϙイントは経済ஂ体が取り組ん
だこと、補助金は活༻せͣ、自らՔ͙事ۀであること、ຽ間主ಋ・行政ࢀ加のैདྷとはٯ
（30）
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わりがॏ要である。
　地方創生Ϗジネスの成ޭのためにはݤとなる人෺がଘ在している。たとえば、౎会でϏ
ジネス経ݧのある * λーン、長い間地ݩを཭れてٱしͿりに໭ってきた6λーンの人ୡ
が地方創生のىരࡎになるケースが多いと指摘されている（૿ా、2015：1）。
　एい時に生·れ育った地ݩを཭れてब৬した個人が਌のհޢや਌のϏジネスのޙ継ऀと
して地ݩに໭るケースが多い。その中に、長೥ϏジネスでഓったφϨッジやスキルで新し
いϏジネスや地ݩへのߩݙに௅ઓしようとする意ཉがある個人がいる。その中には、マー
ケティング、*5などにৄしい人ࡐがଘ在する。地方創生Ϗジネスの成ޭ事例の大൒が *5
を্手に࢖いこなし生࢈とফඅऀを結び付けるٕज़をもっていることがわかっている（૿
ా、2015：15）。しかし、地域には࢒念なことにやるؾのある個人をרきࠐんで引き付け
るັ力的なコϛュニティがগない。
̎−̍−̒．খׅ
　ࠃや地方自࣏体は地域活性化へ向けた取り組みを༏ઌ的な課題としてҐஔづけてੵۃ的
にਪਐしている。地域や生活に密着した中小اۀや商ۀऀは地域がݩؾになることがۀ੷
向্のために大きな課題である。地域活性化の主体はࠃ、地方自࣏体、事ۀऀ（اۀ、商
ۀऀ）、/10、大学、個人などである。しかし、多くのઌ行事例を考察すると必ͣしも当
初の成果につながっていないことがわかった。地方創生のϙイントは経済ஂ体が取り組ん
だこと、補助金は活༻せͣ、自らՔ͙事ۀであること、ຽ間主ಋ・行政ࢀ加のैདྷとはٯ
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のߏ଄で取り組Ήことの̏つだと指摘されている。ࠃの政策にԊって実施された多くの地
方創生や地域活性化の取り組みはࣦഊ事例が多い。地方政策はࠃと地方、行政とຽ間、政
࣏と市ຽというؔ܎の中でਅ໘目にࣥ行されているにもؔわらͣશく成果が出ていない
（໦Լ、2017：̎-̓）。
　ઌ行研究では、/10と行政の活動の成ޭ要Ҽの協ಇ活動から成果を生み出すための༏
ઌ課題として「協ಇ型人ࡐの育成とそのプロセス」のॏ要性が指摘されている。成ޭさせ
るには、ࢀ加しやすい協ಇ؀ڥを提供すること、地域協ಇج൫ߏங型と地域໰題ղ決型の
目的を෼けてల։することなどがॏ要である（໼代、2013：16-202）。地域活性化は、ࠃ
や地方自࣏体が主体で地域やॅຽが客体であるというଊえ方や、理念や政策ઌ行型で実ଶ
が൐わない༧ࢉࣥ行では成果につながらないことが課題としてಋ出できる。
　これ·でのϏジネスの発૝が経済システムを前提としたϞσルで編成されていることか
らར֐が経済の取引からॅຽの生活への時空間にҠ行する場໘では্手く機ೳしないから
である。これ·での経営学やマーケティング研究が主として対৅としたར५௥ٻを目的と
する組織運営と社会的໰題ղ決をܝ͛る組織運営とは同͡理論がద༻されるのであろうか
という課題がある（藤岡、2016：112）。そこでは、新しいϏジネスのଊえ方をࢹ໺にೖれ
たサーϏス・ロジックがదԠできると考えられる。
̎−̎．αʔϏεɾϩジοΫ
̎−̎−̍．αʔϏεɾϩジοΫのجຊతͳߟ͑ํ
　最ۙ஫目をूめるマーケティングの新しいைྲྀにサーϏス・ロジックの考え方がある（藤
岡、2016：105-106）。๺ถで発లした伝統的マーケティング研究はاۀが生࢈プロセスか
ら考えてྲྀ௨を経た市場でのより良いަ換を目指すことが目的であった。実行するための
価値をاۀが事前に決める価値所与型で編成された。新しいマーケティングはফඅプロセ
スで価値は顧客と共創するとଊえて、ফඅプロセスでの顧客との相互࡞༻からاۀ活動を
考える。๺Ԥ学೿のサーϏス・ロジックは、価値はަ換ޙに生み出されること、価値はจ
຺価値として顧客によってಠ自に൑அされること、顧客はΦϖラントなଘ在としてଊえら
れることがج本的前提である（村松、2016：̏）̒。サーϏス・ロジックでは、顧客は価
値創଄ऀ、اۀは価値ଅਐऀとしてଊえられる。このように、生活時空間からマーケティ
̒経営ࢿݯのछྨには、ΦϖランυࢿݯとΦϖラントࢿݯの̎छྨがある（$POTUBOUJO ଞ、1：13-
15）。Φϖランυࢿݯは、ޮ 果的に生࢈がおこなわれるためにاۀが֫得するࢿݯのことを指す。Φϖ
ラントࢿݯは、ଞのࢿݯにಇきかけるために࢖༻するࢿݯである。Φϖラントࢿݯは、人、金、機ց
などの࢖༻に対してಇきかけるφϨッジやスキルのようなจ化的なࢿݯのことである。そして、これ
らのΦϖラントࢿݯが協ಇで࡞༻する時にԿか新しい価値を創଄することができる。
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ングやاۀ活動をଊえる価値共創マーケティングは伝統的研究のྖ域を֦大して社会シス
テムなどとの学ࡍ的な研究が必要である（ਤ̎）。
ਤ̎ɹαʔϏεのϩジοΫにΑΔՁ஋ڞ૑
出所：藤岡（2016）Q106：(SÖOSPPTBOE7PJNB（2013）Q11 をもとにචऀ࡞成。
̎−̎−̎．αʔϏεɾϩジοΫのՁ஋ڞ૑マʔέςΟンά
　価値共創マーケティングが顧客のফඅプロセスに焦点をஔくҎ্、社会システムにおけ
るاۀと顧客のؔ܎のもとで経済システムはҐஔづけられる（村松、2016：13）。地域活
性化を対৅とする活動は多様な生活ऀによる社会のྖ域の考え方である。ࢀ加する主体は
地域のإのݟえる生活ऀと一ॹに顧客ଆの論理で໰題ղ決をする必要がある。主体は小さ
なιリューシϣンをޮ果的に௚઀的に個ผに対Ԡすることをਪਐする。
　価値共創マーケティングは̐$アプローν「DPOUBDU」「DPNNVOJDBUJPO」「DPDSFBUJPO」
「WBMVFJODPOUFYU」で෼ੳできる。「DPOUBDU」は୭とどのような઀点をもつか、それはど
のようなものか、その࢓ֻけは、リアル·たはバーνϟルなのかである。「DPNNVOJDBUJPO」
は顧客にとっての価値を創଄するための௚઀的なインλラクシϣンである。顧客との日常
生活での会࿩などである。「DPDSFBUJPO」はそれらの「DPNNVOJDBUJPO」をとおしたاۀ
と顧客の共創の実行である。「WBMVFJODPOUFYU」はその結果としての顧客にとっての価値
のࢹ点での෼ੳを提示している（村松、2016：10）。
　価値共創マーケティングをاۀなどの主体が実施するためには、ୈ一に顧客との઀点を
どのようにしてもつかということである。これ·での伝統的マーケティング活動はෆ໌確
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ングやاۀ活動をଊえる価値共創マーケティングは伝統的研究のྖ域を֦大して社会シス
テムなどとの学ࡍ的な研究が必要である（ਤ̎）。
ਤ̎ɹαʔϏεのϩジοΫにΑΔՁ஋ڞ૑
出所：藤岡（2016）Q106：(SÖOSPPTBOE7PJNB（2013）Q11 をもとにචऀ࡞成。
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　価値共創マーケティングが顧客のফඅプロセスに焦点をஔくҎ্、社会システムにおけ
るاۀと顧客のؔ܎のもとで経済システムはҐஔづけられる（村松、2016：13）。地域活
性化を対৅とする活動は多様な生活ऀによる社会のྖ域の考え方である。ࢀ加する主体は
地域のإのݟえる生活ऀと一ॹに顧客ଆの論理で໰題ղ決をする必要がある。主体は小さ
なιリューシϣンをޮ果的に௚઀的に個ผに対Ԡすることをਪਐする。
　価値共創マーケティングは̐$アプローν「DPOUBDU」「DPNNVOJDBUJPO」「DPDSFBUJPO」
「WBMVFJODPOUFYU」で෼ੳできる。「DPOUBDU」は୭とどのような઀点をもつか、それはど
のようなものか、その࢓ֻけは、リアル·たはバーνϟルなのかである。「DPNNVOJDBUJPO」
は顧客にとっての価値を創଄するための௚઀的なインλラクシϣンである。顧客との日常
生活での会࿩などである。「DPDSFBUJPO」はそれらの「DPNNVOJDBUJPO」をとおしたاۀ
と顧客の共創の実行である。「WBMVFJODPOUFYU」はその結果としての顧客にとっての価値
のࢹ点での෼ੳを提示している（村松、2016：10）。
　価値共創マーケティングをاۀなどの主体が実施するためには、ୈ一に顧客との઀点を
どのようにしてもつかということである。これ·での伝統的マーケティング活動はෆ໌確
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なマスをߜりࠐんでいくことにॏ点をஔいてきた。しかしそれはاۀଆの経済システムか
らのアプローνであり、社会システムの෣୆での共創とは࣍ݩが違う活動である。
　地域活性化活動は対Ԡ地域がڱくݶ定されるが、対Ԡ商඼はॊೈで֦ு的である。多様
な主体がؔ心にԠ͡て発ల的、自཯的にそれぞれの課題をղ決する。そこでは、ϑΣイ
ストΡϑΣイスでΦϖラントとしてのؔ܎が自然とߏஙされることになる（藤岡、2017：
123-12）。課題ղ決にはاۀと生活ऀがަྲྀできる社会システムとしての活力のある場が
生成される必要がある。
̎−３．場のੜ੒ϓϩηε
　ࠃは「·ち・ͻと・し͝と創生法」をެ෍して地域活性化に取り組んでいるが今のとこ
ろ大きな成果につながっていない。これは、経済システムやトップダ΢ン型のچଶґ然と
したロジックでは໰題ղ決にならないことを証໌している。管理型の行政組織が地域のஂ
体の代表ऀをটूして実施すると場の設定はܗࣜ的にできてもਪਐ力がྼるのである。で
は、活力のある場はどのようなメΧニζムで生成され、どのように機ೳしていくのであろ
うか。
　場は「共創の෣୆」として定ٛできる。場では共創的コϛュニケーシϣンがおこなわれ、
場で共創するのがコンテキスト（จ຺）である（清水編ஶ、2000：17）。人間が場所にお
いて生きていくことは、シφリΦのない「ଈڵܶ」を「ԋ͡る」ことである。「ଈڵܶ」の「෣
୆」となる場所で、Կ人かの「役ऀ」がొ場してあらか͡めシφリΦが決·っていない人
生ܶをଈڵ的にԋ͡続けていくことが場所のྺ࢙を創出していくことになる（清水編ஶ、
2000：152-153）。
　共創とは、എܠのҟなる人間が目標やເを共༗し、一ॹになってそれらを実現していく
創଄的活動であり、޿ٛには༡びや༊しの現場などもؚ·れる。そこでは、お互いの主体
性やಠ自性を尊ॏしながら、お互いどうしがコンテキストを共༗しあうという、相ໃ६し
たঢ়ଶを自ݾのうちに੔߹することが必要とされる。共創におけるコϛュニケーシϣンで
は、お互いの「場」のަྲྀがج本となる（清水編ஶ、2000：23-2）。
　場をとおして価値が創଄されるプロセスについては、コϛュニケーシϣンの現場におい
てお互いの਎体的な動࡞が同ௐする現৅（ΤントϨインメント）が生͡る。ΤントϨイン
メントはコϛュニケーシϣンにおけるコンテキストの生成、共༗を୳る༗力な手がかりを
与えると考えられる（清水編ஶ、2000：2）。
　創଄のメΧニζムが機ೳするためには多様な人ʑがू·って共創する場ができる必要が
ある。そして、それぞれの間のࠩҟをӽえて、活動શ体をแઁすることができる大きい場
（33）
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所である共創の෣୆が創出されることがॏ要である。共創の෣୆で人ʑの࢖命ײがߴ·り、
空間と時間がѹॖされてҟ࣭の人ʑのू·りに自ݾ൱定の࿈࠯൓Ԡがىきてҟ常なΤネル
Ϊーが೤ؾを൐ってղ์されるのである（清水編ஶ、2000：5-55）。これらの清水が提示
する考え方は、価値共創の場の生成の概念化のためにద༻ができる。
　̐$アプローνで場の考え方を੔理すると多様な人ʑが生活する時空間で自然発生的に
ू·るためには「DPOUBDU」するきっかけが必要である。そして、「DPNNVOJDBUJPO」する
ことで価値共創の෣୆が生成される。価値共創の෣୆でҟ࣭な人たちがؼଐ組織を཭れて
個として活動することでΤネルΪーがղ์され「DPDSFBUJPO」がଅਐされるのである。
̎−４．՝୊ͱϑϨʔϜϫʔΫのઃఆ
̎−４−̍．ઌߦݚڀの՝୊
　ઌ行研究やจݙからの考察を·とめると、ࠃをは͡めとする多くの地域活性化を目指す
主体が政策の実行や活動を実施しているが大きな成果が্がっていないことが伺える。ಛ
に助成金や補助金པみの活動や行政主ಋ型の地域活性化は表૚的なܗࣜ的な活動でऴ࢝す
ることが多い。その理༝はརݾ的な経済ஂ体が地域活性化活動に取り組Ήことなど、ຽ間
主ಋ・行政ࢀ加とはٯのߏ଄で取り組んできたことなどである（໦Լ、2017：̎-̑）。成
ޭ事例はؔ܎ऀ࿈ܞ・協ಇによる「協創力」を引き出す「場」として活動の共௨ج൫（プ
ラットϑΥーム）をつくることがॏ要なことを提示する（࡫୩、2015：̔ ）。そのためには、
地域社会との良いؔ܎性、すなわち、地ݩの人たちと「Ϥιऀ」「एऀ」とのؔ܎性がॏ
要である（૿ా、2015：201）。共௨点は地域活性化が成ޭするためには自཯的なॅຽࢀ加
のネットϫークでのコϛュニティが必要であることである。それでは、Φϖラントな自཯
ೳ動型の場を生成することがॏ要であるが、このような場はどのようにしたら生成できる
のであろうか。
̎−４−̎．ϑϨʔϜϫʔΫのઃఆ
　価値共創マーケティングの̐$アプローνでは「DPOUBDU」と「DPNNVOJDBUJPO」が社会
システムの෣୆で共創するための場を生成するための前提である。場は多様な主体間が共
創的コϛュニケーシϣンをすることで活性化されΤネルΪーを஝える。主体間が生活の場
をとおして相互࡞༻をおこない価値を「DPDSFBUJPO」する。それらの一࿈の活動で生成す
る価値が「WBMVFJODPOUFYU」（จ຺価値）である。そこで、本論จで考察する課題は地域
活性化を目指す主体がू·る場がどのようなプロセスで生成されるのか「場の生成プロセ
ス」、ΤネルΪーのある場とはどのようなプロセスで生成されるのか「活力のある場」そ
（3）
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所である共創の෣୆が創出されることがॏ要である。共創の෣୆で人ʑの࢖命ײがߴ·り、
空間と時間がѹॖされてҟ࣭の人ʑのू·りに自ݾ൱定の࿈࠯൓Ԡがىきてҟ常なΤネル
Ϊーが೤ؾを൐ってղ์されるのである（清水編ஶ、2000：5-55）。これらの清水が提示
する考え方は、価値共創の場の生成の概念化のためにద༻ができる。
　̐$アプローνで場の考え方を੔理すると多様な人ʑが生活する時空間で自然発生的に
ू·るためには「DPOUBDU」するきっかけが必要である。そして、「DPNNVOJDBUJPO」する
ことで価値共創の෣୆が生成される。価値共創の෣୆でҟ࣭な人たちがؼଐ組織を཭れて
個として活動することでΤネルΪーがղ์され「DPDSFBUJPO」がଅਐされるのである。
̎−４．՝୊ͱϑϨʔϜϫʔΫのઃఆ
̎−４−̍．ઌߦݚڀの՝୊
　ઌ行研究やจݙからの考察を·とめると、ࠃをは͡めとする多くの地域活性化を目指す
主体が政策の実行や活動を実施しているが大きな成果が্がっていないことが伺える。ಛ
に助成金や補助金པみの活動や行政主ಋ型の地域活性化は表૚的なܗࣜ的な活動でऴ࢝す
ることが多い。その理༝はརݾ的な経済ஂ体が地域活性化活動に取り組Ήことなど、ຽ間
主ಋ・行政ࢀ加とはٯのߏ଄で取り組んできたことなどである（໦Լ、2017：̎-̑）。成
ޭ事例はؔ܎ऀ࿈ܞ・協ಇによる「協創力」を引き出す「場」として活動の共௨ج൫（プ
ラットϑΥーム）をつくることがॏ要なことを提示する（࡫୩、2015：̔ ）。そのためには、
地域社会との良いؔ܎性、すなわち、地ݩの人たちと「Ϥιऀ」「एऀ」とのؔ܎性がॏ
要である（૿ా、2015：201）。共௨点は地域活性化が成ޭするためには自཯的なॅຽࢀ加
のネットϫークでのコϛュニティが必要であることである。それでは、Φϖラントな自཯
ೳ動型の場を生成することがॏ要であるが、このような場はどのようにしたら生成できる
のであろうか。
̎−４−̎．ϑϨʔϜϫʔΫのઃఆ
　価値共創マーケティングの̐$アプローνでは「DPOUBDU」と「DPNNVOJDBUJPO」が社会
システムの෣୆で共創するための場を生成するための前提である。場は多様な主体間が共
創的コϛュニケーシϣンをすることで活性化されΤネルΪーを஝える。主体間が生活の場
をとおして相互࡞༻をおこない価値を「DPDSFBUJPO」する。それらの一࿈の活動で生成す
る価値が「WBMVFJODPOUFYU」（จ຺価値）である。そこで、本論จで考察する課題は地域
活性化を目指す主体がू·る場がどのようなプロセスで生成されるのか「場の生成プロセ
ス」、ΤネルΪーのある場とはどのようなプロセスで生成されるのか「活力のある場」そ
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れは、計画的に生成できるのか「場のマネジメントのՄೳ性」について考察することである。
ਤ３ɹՁ஋ڞ૑のϓϥοトϑΥʔϜ
出所：（藤岡、2017：122）を修正。
３．ࣄྫʙΞΫςΟϒϥʔχンά
３−̍．঎ళ֗のݱঢ়
　ࠃや地方自࣏体はこれ·でに多様な方法をߨ͡て商店街の活性化施策をおこなってき
た。中小اۀிでは、̏೥͝とにશࠃの商店街に対してܠگや௚໘している໰題、取り組
んでいる事ۀなどについてௐࠪを実施してௐࠪ結果を「ฏ成27೥౓商店街実ଶௐࠪ」とし
てとり·とめた̓。ۙ೥の商店街を取りרく؀ڥは、大型商ۀ施設のਐ出などによるߪങ
機会の多様化やগࢠ化による人ޱݮগなどによりݫしいঢ়گが続いている。本ௐࠪは、こ
うした商店街のܠگや空き店ฮのঢ়گ、商店街が๊える課題など商店街の実ଶを໌らかに
し、今ޙの商店街活性化施策のجૅࢿྉとすることが目的である。商店街の概要としてௐ
ࠪに回౴した320の商店街のฏۉ店ฮ਺は53店で空き店ฮは53店ฮである。商店街のܠ
گはਰୀしているとの回౴が66ˋ、དྷ街ऀの動向はݮগしているが566ˋとなっている
ことからݫしいことが伺える。その中でൟӫしている、དྷ街ऀが૿加していると回౴した
商店街の૿加要Ҽは「̍Ґイϕント」「̎Ґ৘ใ発৴」である。ൟӫしている商店街の取
り組んで力をೖれているのはιϑト事ۀでは「ࡇり・イϕント7ˋ」が一൪である。商
̓ฏ成27೥౓商店街実ଶௐࠪ IUUQXXXDIVTIPNFUJHPKQTIPHZPTIPHZP2016160322TIPVUFOHBJIUN
（検ࡧ日201೥݄̍2日）。
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店街でൟӫとਰୀの取り組みのࠩで大きいのが「ܞଳి࿩（スマϗ、4/4）活༻」「؀ڥ
੔උ」「ษ強会の։࠵」である。
　ۙـ地域の̎෎̑ݝには໿200の商店街がଘ在する。ݫしい経済৘੎や大型店ฮなど
とのݫしいڝ૪にも܎わらͣ、商඼力や地ݩのニーζに対Ԡした取り組みにより、࠶生・
活性化を図っている商店街は਺多くଘ在している。ۙـ経済࢈ۀہでは、良޷な立地؀ڥ
や༏れたリーダ ・ーキーύーιンのଘ在など、商店街を取りרく؀ڥが様ʑである中で「商
機ೳ」「ެ共機ೳ」「組織」の̏つの強化にもとづく取り組みを継続的にਪਐし、成果を্
͛ているۙـ管内の商店街を「イケテル商店街」としている。今೥౓30Χ所ఔ౓をબ定し、
ॱ࣍ώアリングをおこなって、その取り組みと成ޭ要Ҽ෼ੳをެ表している̔。ۙـのイ
ケテル商店街の܏向は、ᶃ70ˋの商店街において、֎ࠃ人ཱྀ行ऀの割߹が૿加しているが、
インバ΢ンυ対策に取り組Ή商店街はগない（実施しているのは20ˋのみ）こと、ᶄू客・
ച্͛૿に向けて、商店街のಠ自性とその発৴によりଞとのࠩผ化に஫力していること、
ᶅ商店街リーダーの೥ྸはए手である0代、50代の割߹が多く（6ˋ）、੨೥෦や්人෦
などの༗ࢤグループが73ˋの商店街でଘ在することやଞの機ؔとの࿈ܞঢ়گについて大学
など多様な機ؔとの࿈ܞがࠃの実ଶௐࠪより多いことがわかった。྆ௐࠪから、ௐࢠの良
い商店街の܏向は、ᶃ伝統的なࠃの政策やࢧԉをडけながらも、ᶄ主体的に、地域の多様
な機ؔと࿈ܞし、ᶅ新しい取り組みに自らੵۃ的にνϟϨンジ、たとえばܞଳి࿩（ス
マϗ、4/4）活༻、個店が前向きに取り組んでいることなどがわかった。Լهのا画はࠃ
が実施したฏ成27೥౓商店街実ଶௐࠪとۙـのイケテル商店街ௐࠪ結果にもとづく提案で
ある。྆ௐࠪは、ᶃएऀ・֎ࠃ人、ᶄ地域メσィア（4/4）などの活༻、ᶅ地域組織の࿈
ܞのॏ要性を強ௐしている。
３−̎．໺࡚ࢀಓ঎ళ֗ͱのऔり૊Έ
３−̎−̍．঎ళ֗΁のاըఏҊ
　ฏ成2೥݄̏に໺࡚ࢀಓ商店街と大ࡕ࢈ۀ大学商学Պは協ಇا画として地域活性化のた
めに学生のࢹ点で地域のັ力を発۷して、࡭ࢠ·たはө૾で発৴するا画に取り組Ήこと
に同意した。݄̐に理事長が商学Պで商店街のঢ়گと課題について説໌をした。それをड
けて商店街は݄̑に「大学と໺࡚ࢀಓ商店街の価値共創（एऀ・ཹ学生による商店街ັ力
発ݟ・発৴）」のλイトルで大ࡕ商ۀৼڵセンλーの「商店街ݩؾプラン」コンテストへ
ا画提案をおこなった。その結果、্Ґ̏νームにೖり༏ल৆に࠾୒された。そこで、໺
̔ ۙ ـ経済࢈ۀہۙـのイケテル商店街 IUUQXXXLBOTBJNFUJHPKQ3SZVTBJLFUFSVLJOLJ@JLFUFSV
IUNM（検ࡧ日：201೥݄̍31日）。
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店街でൟӫとਰୀの取り組みのࠩで大きいのが「ܞଳి࿩（スマϗ、4/4）活༻」「؀ڥ
੔උ」「ษ強会の։࠵」である。
　ۙـ地域の̎෎̑ݝには໿200の商店街がଘ在する。ݫしい経済৘੎や大型店ฮなど
とのݫしいڝ૪にも܎わらͣ、商඼力や地ݩのニーζに対Ԡした取り組みにより、࠶生・
活性化を図っている商店街は਺多くଘ在している。ۙـ経済࢈ۀہでは、良޷な立地؀ڥ
や༏れたリーダ ・ーキーύーιンのଘ在など、商店街を取りרく؀ڥが様ʑである中で「商
機ೳ」「ެ共機ೳ」「組織」の̏つの強化にもとづく取り組みを継続的にਪਐし、成果を্
͛ているۙـ管内の商店街を「イケテル商店街」としている。今೥౓30Χ所ఔ౓をબ定し、
ॱ࣍ώアリングをおこなって、その取り組みと成ޭ要Ҽ෼ੳをެ表している̔。ۙـのイ
ケテル商店街の܏向は、ᶃ70ˋの商店街において、֎ࠃ人ཱྀ行ऀの割߹が૿加しているが、
インバ΢ンυ対策に取り組Ή商店街はগない（実施しているのは20ˋのみ）こと、ᶄू客・
ച্͛૿に向けて、商店街のಠ自性とその発৴によりଞとのࠩผ化に஫力していること、
ᶅ商店街リーダーの೥ྸはए手である0代、50代の割߹が多く（6ˋ）、੨೥෦や්人෦
などの༗ࢤグループが73ˋの商店街でଘ在することやଞの機ؔとの࿈ܞঢ়گについて大学
など多様な機ؔとの࿈ܞがࠃの実ଶௐࠪより多いことがわかった。྆ௐࠪから、ௐࢠの良
い商店街の܏向は、ᶃ伝統的なࠃの政策やࢧԉをडけながらも、ᶄ主体的に、地域の多様
な機ؔと࿈ܞし、ᶅ新しい取り組みに自らੵۃ的にνϟϨンジ、たとえばܞଳి࿩（ス
マϗ、4/4）活༻、個店が前向きに取り組んでいることなどがわかった。Լهのا画はࠃ
が実施したฏ成27೥౓商店街実ଶௐࠪとۙـのイケテル商店街ௐࠪ結果にもとづく提案で
ある。྆ௐࠪは、ᶃएऀ・֎ࠃ人、ᶄ地域メσィア（4/4）などの活༻、ᶅ地域組織の࿈
ܞのॏ要性を強ௐしている。
３−̎．໺࡚ࢀಓ঎ళ֗ͱのऔり૊Έ
３−̎−̍．঎ళ֗΁のاըఏҊ
　ฏ成2೥݄̏に໺࡚ࢀಓ商店街と大ࡕ࢈ۀ大学商学Պは協ಇا画として地域活性化のた
めに学生のࢹ点で地域のັ力を発۷して、࡭ࢠ·たはө૾で発৴するا画に取り組Ήこと
に同意した。݄̐に理事長が商学Պで商店街のঢ়گと課題について説໌をした。それをड
けて商店街は݄̑に「大学と໺࡚ࢀಓ商店街の価値共創（एऀ・ཹ学生による商店街ັ力
発ݟ・発৴）」のλイトルで大ࡕ商ۀৼڵセンλーの「商店街ݩؾプラン」コンテストへ
ا画提案をおこなった。その結果、্Ґ̏νームにೖり༏ल৆に࠾୒された。そこで、໺
̔ ۙ ـ経済࢈ۀہۙـのイケテル商店街 IUUQXXXLBOTBJNFUJHPKQ3SZVTBJLFUFSVLJOLJ@JLFUFSV
IUNM（検ࡧ日：201೥݄̍31日）。
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࡚ࢀಓ商店街と大ࡕ࢈ۀ大学商学Պとが࿈ܞすることで、大学生（एऀ）・֎ࠃ人（ཹ学生）
のアクティブラーニング活動の一؀として取り組Ήこととした。目的は、個店・地域・商
店街と࿈ܞしてັ力を発ݟ・発৴することで、多様なࢹ点で商店街のࢿݯを࠶発ݟ、新た
な価値を共創することである。
３−̎−̎．঎ళ֗ݩؾϓϥンͰの׆ಈ
（̍）ཹ学生によるັ力発ݟ・発৴事ۀ
　商店街ৼڵ組߹事຿所を活༻してཹ学生が商店街活性化に向けて提案するࢼ৯会と商店
街役һ向けのプϨθンをا画実施した。出੮ऀは現在と௚前の理事長、理事、地域の事ۀ
ऀ、生活ऀなどであった。学生のプϨθンやࢼ৯をとおしてのコϛュニケーシϣンは大い
に੝り্がった。ཹ学生はࢀ加した地域ॅຽの5ࢯから地域のຍགྷりにট待された。ཹ
学生は商店街活動がܖ機で日本のՆのイϕントをॅຽと一ॹに体ݧできた。ۙくの小学ߍ
で։࠵された地域のຍགྷり大会は本೥౓が最ޙである。商店街の事຿ہ長がཋҥの手഑か
ら着付け、ޙย付け·です΂て担った。5ࢯはཋҥを着たཹ学生10਺໊がࢀ加して大いに
تばれ、地域コϛュニティの多くの人を঺հした。
　さらに、学生は地域の生活ऀへのアンケートௐࠪと事຿ہ長や/ࢯなどにインλϏュー
ௐࠪを実施して、地域には一人で฻らす多くのߴྸऀがいることを஌った。現在、ཹ学生
の਺໊は地域のߴྸऀの฻らしを学Ϳために前理事長が運営する/10法人ॅ·いみ·も
りたいがおこなう「ߴྸऀ生活サϙート事ۀ」へ自主的にࢀ加している。
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　学生の਺໊はՆࡇりのイϕントと࢛৚;るさとࡇりのイϕントا画をおこなった。学生
はシールアートをا画して多くのདྷ場ऀのࢀ加で׬成させた。·た、໺࡚ࢀಓ商店街のັ
力的な店を๚໰して取ࡐをॏͶ、࡭ࢠにして·とめた。地域には生活やจ化にৄしい方や
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をする学生は地ݩのコϛュニティの੹೚ऀの/ࢯから࿩をฉく機会があった。さらに、/
ࢯは地ݩのจ化ྺ࢙についてもಠ自の立場で研究をしていた。学生は商店街の理事長の঺
հによって地ݩで౛݋を研ຏする৬ۀの0ࢯや۠長などと஌り߹う機会がありݟฉを޿
めた。
（̏）地域とのコラボϨーシϣンا画
　学生は地ݩاۀの઒村ٛࢶ（ג）の社会ߩݙ事ۀとして,ࢯがࢀ加するհ助ݘのͻろ
ば実行ҕһ会の「๺Տ内Ϣニバーサルマップ࡞成事ۀ」と大౦੨೥会ٞ所が主࠻する「だ
ん͡り·つりϫークシϣップ」にࢀ加した。学生は઒村ٛࢶ（ג）の,ࢯと商店街のཹ
（37）
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学生のࢼ৯会で஌り߹った。઒村ٛࢶ（ג）は地ݩ大౦市のٛࢶ（ٛ手、ٛ଍）や体の機
ೳをࢧえる૷具のࠃ内トップメーΧーである。当社は社会ߩݙに力をೖれており本社޻場
で೥間に̎ઍから̏ઍ人のݟ学ऀをडけೖれている。大౦市が主࠵する݈߁・෱ࢱイϕン
トにも社һが自発的に協力している̕。大౦੨೥会ٞ所の0෭理事長とはཹ学生のຍགྷ
りで理事長の঺հで஌り߹った。0෭理事長はळのϫークシϣップに学生をूめたい意向
であった。これをきっかけにしてイϕントには10਺໊の学生がࢀ加した。
（̐）個店の商඼։発と৘ใ発৴
　うどん店主෉࠺をটいて学生が਺νームでا画のプϨθンを実施した。学生は新メ
ニューとして「ཛと͡ୱʑ໙」「ܲのシιרきఱ΀ら」の提案をした。10݄に「ཛと͡ୱʑ
໙」を新メニューとしてൢചしたところ஫จトップの人ؾメニューとなった。学生は店主
がうどんにかける৘೤を日本ޠと中ࠃޠで࡭ࢠに·とめてଃఄした。·た、学生は؟ڸ店
の代表からۀքの৘ใや経営理念など事ۀにかける೤い思いをฉいた。代表はࢠ供の発育
に大きなӨڹを与える༮ࣇ༻の؟ڸに力をೖれていく方਑である。そのޙ、学生༗ࢤ਺໊
と 4/4 で৘ใ発৴するコンテンπ࡞成をࢼみた。
（̑）4/4 によるネットでの৘ใ発৴
　理事長は 4/4 に୎ӽしたφϨッジ・スキルをもっている。ຖ݄定期ץ行する໺࡚ࢀಓ
商店街の৘ใࢴに加えて、多くの৘ใを 4/4 で発৴している。たとえば、໺࡚ࢀಓ商店
街ৼڵ組߹ެࣜ)1（IUUQOP[BLJJOGP Q2302）、πイッλー、ϑΣイスブック、イン
スλグラムに加えて、໺࡚商店街生発৴サイト（IUUQTGSFTIMJWFUWOP[BLJ）、商店街理
事長ブログなどを自在に࢖い෼けて৘ใ発৴できる。今回の商店街ݩؾプランで実施した
活動を動画഑৴できるようにコンテンπのऩ࿥を実施した。
３−３．ࣄྫΛ੔ཧ
　地域には地域活性化をすることが࢓事্の目的である行政、地域活性化をとおしてऩӹ
を目指すاۀ、さらに生活の場に密઀にؔわりながら事ۀを営Ή事ۀऀや商ۀऀの立場が
ある。これらの共௨点は地域活性化や社会ߩݙが自෼の࢓事やརӹと密઀なؔ܎にあるこ
とである。/10は࢓事やརӹよりも社会ߩݙをすることが目的である。·た、地域の生
活ऀは自ݾ実現をすることが目的である。事例の考察から、このような地域の主体間の中
に大学や学生（日本の学生、ཹ学生）がؔわることで、઀着ࡎの機ೳを果たし活きた場が
生成されるՄೳ性があることがわかった。学生が商店街でアクティブラーニングをするこ
とで多様な主体と場を共༗することができる。学生は೥ྸ的にもएくΤネルΪーがあり行
̕出所：日本経済新ฉ201೥݄̍23日33໘。
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動力がある。活動をとおして、当初の計画ではなかった、たとえば、理事長の提案でຖि
ୈࡾ水༵日を商店街大学の日に決めたこと、ຍགྷりへのཹ学生のࢀ加、商店街の個店のࢼ
৯バイキングの։࠵、ボランティアや੨೥会ٞ所のϫークシϣップへࢀ加したことなどの
成果につながった。さらに、地ݩの生活ऀとの商店街大学をとおしてのަྲྀ、ࡇりをとお
して֎ࠃ人؍ޫ客とのަྲྀなどが実現した。結果的には、商店街と大学が価値共創をする
ことでଞの主体とつながり地域の生活の場をとおしたަྲྀが生·れた。
ਤ４ɹ঎ళ֗ͱେֶͱଞのओମͱのͭͳ͕りɹ
出所：චऀ࡞成。
４．ߟ࡯ʙ৽͍͠஌ݟのಋग़
４−̍．場のੜ੒ϓϩηε
　地域活性化をਪਐする場はどのようなプロセスで生成されるのであろうか。場は行政主
ಋ型のコϛュニティづくりや地域活性化施策のਪਐで設定できる。௨常はあらか͡め行政
がબんだ地域の主体が一ಊに会して࿩し߹う場やイϕントの։࠵である。これらの活動は
一定の成果は出ているが課題が多い。ΤネルΪーが強い場は自然発生的にできて大きくな
るのが理૝であるが時間がかかり೉しいことから、地域活性化を目指す主体が自然と引き
دせられてू·る࢓ֻけが必要となる。事例をとおしてू·るのは組織の代表ऀではなく
組織をߏ成する個人であることがわかった。
　場を生成するためには、経済行為を担うاۀなどの事ۀऀ、社会໰題のղ決を目指す
/10、そして生活ऀである個人などの多様な主体がؾܰに出会いࢀ加できる機会である
（3）
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「DPOUBDU」が必要である。このようにଊえると商店街のような生活と௚結する場が地域活
性化の中心となれるՄೳ性が大きい。大学と商店街がつながることによって地域の主体が
社会システムの場の中にࢀ加して大きな場がܗ成されていくՄೳ性があることがわかる。
学生がࢀ加することにより商店街活動は地域に։かれたΦープンな場になるきっかけがで
きる。小さな活性化の理念・目的でू·って生成された場が自然にू·ることにより、共
創的コϛュニケーシϣンが創発される。しかし、現在の多くの商店街はด࠯的であり࢒念
なことに自然にएऀを引き付けられるようなັ力的なଘ在ではない。
４−̎．׆ྗの͋Δ場
　地域活性化を目指す組織にଐする個人がू·る場ができてもどのようなプロセスで活力
のある場が生成されるのであろうか。地域活性化を目指すഎܠのҟなる人間が共創して
いくことでそれらを実現していく創଄的活動がগしͣつ生͡る（清水編ஶ、2000：23-
2）。എܠとなる組織からগし前に出た個人がҟ࣭な人ʑとのコϛュニケーシϣンで৮発
されることで大きなΤネルΪーとなる。大きなΤネルΪーは場としてのコϛュニティの方
向を個に与える。ΤネルΪーのある方向性をଳびた場はΦープンで人を引き付けるັ力的
ਤ５ɹΤネϧΪʔの͋Δ場のੜ੒メΧχζϜ
出所：චऀ࡞成。
（0）
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な時空間である。最初は小さい場だが共同体として方向性を創出することで場のコンテキ
ストを個に与えることで場が大きくなる。そして、自然発生にできた、それぞれ主体が違
う小さな場を結び付けて大きな場に生成する役割を学生が担っていることが伺える。
４−３．場のマネジメントの可能性
　新しい場の生成は計画的にできるのか、場の運営をどのようにすれば良いのであろうか。
マネジメントは計画、実行、検証のマネジメントサイクルで表わされる。行政の計画や補
助金申請などでは目標管理が徹底されている。しかし、地域活性化は目指せてもその具体
的な方法は実行しながら修正を加えていくことになる。当初、理事長はボランティア精神
から学生のためならば機会の提供をしようと考えたそうだ。うどん店主はせっかく学生が
考えたメニューなので協力しようと思ったそうである。
　理事長が今回のアクティブラーニングで考案した商店街の地域活性化策の商店街大学は
継続的な取り組みになる。このように、活動成果は当初意図していなかったことが多い。
したがって、伝統的な管理型の組織運営手法では場は設定できても、地域活性化の強い原
動力には育ちにくいのではないかという仮説が生成できる。さらに、このような場を運営
しながら地域活性化の成果を出すためには新しいマネジメントやリーダーシップの手法の
確立が必要であることがわかる。たとえば、サーバント・リーダーシップや内発的動機づ
けなどの理論から多くの示唆が得られると考えている。
５．おわりに
　現在の日本は地方創生や地域活性化が大きな課題であることから多様な施策が計画され
実行されている。しかし、多くの事例は当初期待されたような成果が出ていない。地域活
性化は生活と密着した社会システムの生活時空間での行為である。価値共創マーケティン
グは顧客の日常の「生活の場」で提供されるマーケティング活動へ焦点を当てている（村松、
2016：12-13）。清水は伝統的マーケティングや経営管理の手法は「市場原理」が所与の「経
済あって、生活あり」の考え方である。これは「取引の場」を中心に考察する前提の考え
方である。地域活性化のような「生活あって、経済あり」の時代へ大きく変化する転換点
では決して普遍的原理ではなりえない。生活の原理は「共生の原理」、その実践は生命に
対する畏敬と、人間一人一人の相互の尊敬から出発すると指摘している（清水編、2000：
175）。引き続き研究を深めて新たな概念化、理論化を目指したい。
（1）
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ँࣙ
　本論จはฏ成2೥౓大ࡕ࢈ۀ大学商学Պಛผඅ（θϛ୯Ґでのアクティブラーニング）
ならびに大ࡕ商ۀৼڵセンλー商店街ݩؾプランで実施した活動をもとに考察し·した。
ここにهしてޚྱを申し্͛·す。
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清水ത編ஶ（2000）ʰ 場と共創ʱ/55出൛。
໦Լ੪（2017）ʰ 地方創生大શʱ౦༸経済新ใ社。
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